
 
 

 

 

 

 教科書、プリント、ワーク等を丸写し！ 

 文字の大きさは 1～2 行で。ノートの余白は減らそう！ 

 重要語句や大事なポイント等は、色ペンやマーカーで強調！ 

 

 

 

 

 

 文法や公式、単元や課題など、ジャンルを分けてまとめよう！ 

 長い文章は、見返しやすいように箇条書きなど短文に直そう！ 

 表にまとめたり、図やイラストを書いたりして、理解しやすくしよう！ 

 見出し、枠で囲む、吹き出しをつけるなど、ポイントを強調しよう！ 

 

 

 

 

 

 覚えていない語句や公式を何度も書いて覚えよう！ 

 読み仮名や和訳、ポイントなど必要な知識も書き込み、同時に覚えていこう！ 

 一行に収まる文字の大きさで、余白を減らし、ぎっしり書き込もう！ 

 

 

 

                                       

家庭学習の手引き インプット編 知識を詰め込もう 

各教科の詳
く わ

しいアドバイスや取り組み方は、こちらからチェック☞ 

 

 



 
 

 
 

 

                                                                 

 

 

どんな問題も… ★ 理解を深めるために、ノートの余白はゼロをめざそう。 

★ 問題を解いたら、必ずマルつけをして、間違いを訂正していこう。 

 

 授業で取り組んだ問題や実技課題に、もう一度取り組もう！ 

 間違った問題は、解き方の解説やポイントを書き込もう！ 

 答えを隠せるように書いておくと、あとで復習につかえる！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 授業やワークの間違えた問題を中心に、もう一度取り組もう！ 

 分からない部分だけ、教科書等を見て確認！自分で考えることが大事。 

 なるべく答えだけ書くようにし、できるだけ多くの問題に取り組もう！ 

 途中の考えや間違えた答えは残し、間違いに自分で気づけるようにしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

家庭学習の手引き アウトプット編 知識を活用しよう 

自己評価の基準 

平戸中 家庭学習のやり方 

① 1 日 1 ページ以上、ノートに復習 

 （ワークやプリントは書き写す） 

② 日付を書く 

③ 終わったら、自己評価をつける 

（やる気度・内容）（きもち） 評価 

９０％以上 時間をかけて頑張った！ A 
７０％以上 いつもより頑張った！ B 
５０％以上 できることをやった。 C 
３０％以上 少ししか頑張れなかった… D 
１０％以上 頑張れなかった・・・ E 

参考になるノートを紹介しています。こちらからチェック☞  

 ０ 


